
































































Recently, a critical tone of argument is strong over 3rd sector company, but there are not a few small-scale 3rd sector to go well
management in the provinces. Then, six 3rd sector companies were taken up and success factors were examined in this paper. It was
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業務分野 1990年法人数 2005年新設数 増減（ポイント）
地域・都市開発関係 136（　15.5%） 3（　4.6%） －10.9
運輸・道路関係 154（　17.6%） 3（　4.6%） －13.0
観光・レジャー関係 214（　24.4%） 16（ 24.6%） ＋　0.2
農林水産関係 129（　14.7%） 22（ 33.8%） ＋19.1
商工関係  91（　10.3%） 12（ 18.5%） ＋　8.2
その他 152（　17.4%） 9（ 13.8%） －　3.6
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その事業展開の戦略面についての検討はあまりなされてこ
なかったように思える。そのような第 3 セクターをめ
ぐっての検討の経緯も踏まえて、先にあげたような組織面
の留意点を確認するで一方で、もちろん戦略展開には地域
状況、事業分野等により一律に語ることは必ずしも適切と
は言えないが、小規模地域においては従来の第 3 セク
ターの枠組みを超えて、品質重視、世界的視野、デザイン
導入などを一つの目安に戦略面の指針について検討を深め
ていく必要もあろう。
6．おわりに
　1980年代から90年代にかけて、第3セクターは地
域活性化の中心的な事業手法であったが、現在では地域に
おける公民連携ないし民間活力活用に関しても、例えば
NPOやPFI、指定管理者制度などの方法を選択肢にあげ
ることができるのは事実である。ただし、さまざまな専門
性を備えた組織や人材が集積する大都市圏や相応の市場性
が見込める都市部であればともかく、先に紹介したような
地方圏の小規模な地域においては、地域の新展開をめざす
新規分野プロジェクトの導入にあたって、担い手となる組
織や人材が、地域内で見当たらないのもまた現実である。
そのような地域にあって物事を前進させるためには事業実
施に適した機動性・柔軟性に富んだ事業主体を、いかに構
築するか、そこに地域内外から必要な経営資源をいかに集
中するかが、将来にわたっての地域への定着を図るために
も重要な課題となる。かつては例えば行政の計画性と民間
の機動性といった表面的な有利性や、補助金や無利子融資
など制度的有利性から第 3セクターが選択されるケース
が多く見受けられたが、いま改めてそのような地域状況を
総合的に勘案するなかで、第 3セクターの活用可能性に
ついて検討する必要があると考えている。
　本稿は、2007年 9月14日に建國大学（韓国・ソウ
ル市）で開催された建國大学経済経営研究所・第 3セク
ター研究学会日韓共同学術セミナーにおいて発表した内容
に一部加筆・修正を加えたものである。
　なお、本研究は、平成18年度デザイン研究科長特別研
究費も得て進められたものであることを付記しておく。
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（埼玉県）、ユー・エス・ジェイ（大阪市）、東京ファッションタウン
（東京都）などが一覧表にまとめられている。
7） 例えば、東京都中小企業収益動向調査（平成14年度）では黒字企業
33.0%、赤字企業36.9%であり、中小企業金融公庫中小企業景況
調査（2007年9月）では黒字企業44.3%、赤字企業21.8%であ
る。
8） 前掲書2）
9） 総務省自治財政局「第三セクター等の状況に関する調査結果」の各年
版（2006年12月／2005年12月／2005年3月／2004年
3月）より作成した（廃止社数は同資料より黒田が算出した）。
10） 前掲書2）
11） 前掲書2)
地域政策研究会編著『平成2年版　地方公社総覧』ぎょうせい、1990
年　など
12） 真狩村資料
レストラン・マッカリーナ（http://www.maccarina.co.jp/）など
13） 黒田宏治「川根町温泉にみる第3セクター戦略の可能性」静岡文化芸
術大学研究紀要Vol.7、2007年3月
14） 財団法人機械振興協会経済研究所「デザイン振興に関する調査研究」
1994年
黒壁スクエア　http://www.kurokabe.co.jp/　など
15） 株式会社いろどり　http://www.irodori.co.jp/
「21世紀ビジネス塾　葉っぱをお金に変えた町」NHK教育、2004
年5月29日放映
「にっぽんの現場　おばあちゃんの葉っぱビジネス」NHK 総合、
2006年1月4日放映　など
16） エコアス馬路村　http://www.ecoasu.co.jp/
「ガイアの夜明け　“捨てない”が生むエコビジネス」テレビ東京系、
2007年2月27日放映　など
17） 都濃ワイン　http://www.tsunowine.com/
「21世紀ビジネス塾　ワインづくりが町を変えた」NHK教育、2004
年5月28日放映　など
18） 地域企業経営研究会編著『最新地方公社総覧2002』ぎょうせい、
2003年
なお、第3セクター（商法法人）の自治体等出資割合は平均59.2%
である（地方公共団体等が25%以上出資したものについて／前掲書
2)）
